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理　　念 
基本方針 

○ 患者の立場に立った医療の実践 
○ 人間性豊かな、優れた医療人の育成 
○ 高度で、先進的な医療や医学研究の推進 
○ 健康増進活動による保健・福祉の推進 
○ 地域の医療機関との円滑な連携 

兵庫医科大学病院は、安全で質の高い

医療を行い、地域社会へ貢献すると

ともに、よき医療人を育成します。 

病院長　山　村　武　平 
 

副院長　島　　　博　基（経費削減担当） 

　　　　太　城　力　良（安全管理担当） 

　　　　谷　澤　隆　邦（診療支援担当） 

　　　　山　田　繁　代（療養環境担当） 
 

地域医療・総合相談センター長 

　　　　難　波　光　義 
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外科学　笹　子　三津留

２０年間在籍いたしました国立がんセンター中央病院を辞し、７月１日付で本
学初の特命教授として、赴任いたしました。３０年以上東京を中心に仕事をして
参りましたが、このたび縁あって、故郷に戻ることができました。兵庫県立神
戸高校卒業からの４０年間で阪神間も大きく様変わりし、故郷とはいえ、とまど
いを隠せません。
私は胃癌や噴門癌を中心に仕事をし、日本胃癌学会では３期６年理事を務め、

胃癌取り扱い規約や胃癌治療ガイドラインなどに積極的にかかわって参りました。全国の若手の先生方の
手術手技指導にも力を入れて参りました。日本臨床腫瘍研究グループ（JCOG）の胃癌外科グループの代
表も務め、わが国が世界に誇れる臨床研究を主導して参りました。今後、活動の場を関西に移しますが、
胃癌の臨床にさらに邁進する所存です。 胃癌の手術は誰でもできるようでいて、患者さんの術後がスム
ースで、年余を経てのQOLが良く、治癒率を高く保つことには、経験が大きな要因であると考えています。
今まで培った技量と経験を関西の患者さん方のために存分に発揮したいと考えておりますので、地域

の先生方のご協力、ご指導、ご鞭撻をよろしくお願いいたします。
兵庫医科大学特別講演会のお知らせ　　日　時：平成１９年９月２２日（土）午後４時～
お問い合わせ先：　　　　　　　　　テーマ：胃癌治療の現状と展望－手術療法を中心に－
地域医療・総合相談センター　　　場　所：ノボテル甲子園（阪神電車甲子園口駅下車徒歩５分）

演　者：兵庫医科大学教授　笹子三津留

新 任 教 授 の 紹 介



皮膚科　乾癬外来のご案内　
毎週　月曜日：１４時～１６時（予約制）

担当：皮膚科　講師　樽谷　勝仁　ほか

場所　１号館２階　皮膚科外来

TEL ０７９８－４５－６２４０・６２４１

FAX ０７９８－４５－６９３４

乾癬は皮膚の炎症と表皮角化細胞の増殖亢進・分化異常を特徴とする慢

性・再発性の皮膚病で、長期に及ぶ皮膚症状のために患者さんのQOLを著し

く低下させます。

これまでわが国では乾癬の発症頻度は欧米に比べ低いとされてきましたが，生活スタイルの欧米化に

よって乾癬患者さんの数は増加傾向にあります。乾癬の患者さんに対する治療については、以前はステ

ロイドの外用剤が中心でしたが、ビタミンD３外用剤、シクロスポリンなどの免疫抑制剤などを効果的

に使用することにより、症状だけでなくQOLの改善が期待できるようになりました。さらに近い将来、

乾癬の新しい治療法として抗TNF抗体などの生物学的製剤が認可される予定です。近畿地区には「大阪

乾癬患者友の会」という患者さんの組織があり、年２回会合を開き、医師と患者さんのよりよい関係を

構築しながら乾癬を克服する努力をしております。乾癬外来担当の樽谷講師は従来よりこの「大阪乾癬

患者友の会」の相談医を務めております。

当院皮膚科外来では７月２日より上記の時間帯に乾癬専門の外来を開始いたしました。

診療は完全予約制とさせていただきます。詳細は皮膚科外来までお問い合わせ下さい。

（2）第15号 平成19年（2007年）9月1日

専 門 外 来 の ご 案 内

皮膚科　樽谷講師

歯科口腔外科　
＜トピックス＞ビスフォスフォネート系薬剤と顎骨壊死

歯科口腔外科　浦　出　雅　裕

最近、悪性腫瘍に伴う高カルシウム血症や溶骨性骨転移、骨粗鬆症などの治療に用いられているビス

フォスフォネート（BP）系薬剤に関連した顎骨壊死（ONJ）の発生が問題となっています。ONJは、従

来、癌に対する放射線や抗癌剤治療、ステロイド療法を受けたり、あるいは口腔衛生不良や感染などが

原因でおこることが報告されていましたが、２００３年に米国ではじめて静注用BPによるONJ症例が報告さ

れました。静注用BPは、世界的には３００万人以上の患者さん

に投与されており、BPに関連したONJの報告は、欧米では２，

５００例を超えています。

我が国においても近年その使用量が増加していることか

ら、今後ONJ症例の増加が予想されます。

欧米の報告では、多発性骨髄腫、転移性乳癌、転移性前立

腺癌などに対して投与された静注用パミドロン酸（製品名：

アレディア）あるいはゾレドロン酸（製品名：ゾメタ）が大

部分を占め、投与後９～１４ヶ月で骨露出、疼痛、歯の動揺、

瘻孔形成などの症状が出現しています（写真１）。

診療科からのお知らせ

写真１．抜歯が契機となり顎骨壊死を生じた静
注用BP投与症例（外国文献より引用）



２／３の症例は下顎骨、１／３は上顎骨に発生しますが、少数例では上下顎骨に発生しています。自

然に骨露出する場合もありますが、多くは抜歯、歯周病、歯科インプラントなどの歯科・口腔外科的治

療が原因となっています。発生頻度については、静注用BPで０．８～１２％、経口用BPで０．０１～０．０４％と報

告され、頻度は高くないものの一旦発症すると難治性であることが問題です。

現時点では有効な治療法は確立されておらず、抗菌薬、口腔内洗浄、疼痛管理、限られた壊死組織除

去など経験に基づいた保存的療法が推奨されています。わが国では現在静注用５剤（製品名：アレディ

ア、オンクラスト、テイロック、ビスフォナール、ゾメタ）、経口用５剤（製品名：ダイドロネル、フ

ォサマック、ボナロン、アクトネル、ベネット）のBPが販売されていますが、学会誌でもONJの症例報

告が散見されるようになってきました。したがって、BP投与に際しては、患者さんに十分なインフォ

ームドコンセントを行うとともに、内科医、癌治療医と歯科医、口腔外科医が密に情報交換しながら、

ONJの発生の予防に努める必要があります。
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この度、逆紹介推進を目的とした「かかりつけ医のご案内

リーフレット」を作成しました。

近隣地域のご開業の先生方からいただきましたアンケートの

情報を基に、施設情報（所在地、地図、電話番号、診療時間、

診療科目、特色等）を収載し、B５版にまとめました。

外来各科に配布し、患者様の逆紹介に活用していきたいと考

えております。

当面は阪神６市（西宮市・尼崎市・宝塚市・伊丹市・川西

市・芦屋市）及び神戸市における診療所を対象としております

が、掲載ご希望の場合はアンケート用紙をお送りしますので、

お問い合わせください。

兵庫医科大学病院　地域医療・総合相談センター

担当：北出

T E L：（０７９８）４５－６００１

F A X：（０７９８）４５－６００２

かかりつけ医のご案内リーフレットについて

当院では、地域に開かれた病院の実現を目指して「病院ボランティア」を募

集しています。病院ボランティアに関心があり、優しさと何事にも前向きに取

り組む姿勢のある方であれば誰にでもできます。

男女を問わず、若者も大歓迎です。

ご協力できる方のご連絡をお待ちしております。

主な活動内容・活動日

毎週：月～金曜日　　　　　９：００～１１：００ 初診手続きの補助

毎週：月曜日　　　　　　　９：００～１１：３０ 入院案内

毎週：水曜日　　　　　　　９：００～１２：００ リネン（シーツ）交換

第２・４火曜日、第３水曜日 ９：００～１２：００ ガーゼたたみ等

病院ボランティアの募集について

かかりつけ医のご案内リーフレット
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特定機能病院として、より高度な医療技術と医療情報を提供すると
ともに、地域の基幹病院として、患者さんやその家族、そして地域住
民の皆様との間に医療を通じて深い信頼関係を築き、患者サービスの
向上を図ることを目的として、本講座を定期的に開催しております。
どなたでも、ご自由に参加できますので、どうぞ受講下さい。

開催場所：兵庫医科大学　第３会議室（１０号館３階）
開催時間：午後３時～４時３０分　参加費無料・申込不要（定員６０名）
○お問い合わせ先：０７９８－４５－６０３５（ダイヤルイン）
兵庫医科大学病院　地域医療・総合相談センター

◆編集・発行
平成１９年９月１日
兵庫医科大学病院　地域医療・総合相談センター 〒６６３－８５０１ 兵庫県西宮市武庫川町１番１号
ＴＥＬ ０７９８－４５－６１１１（大代表）

０７９８－４５－６００１（地域医療・総合相談センター）
ＦＡＸ ０７９８－４５－６００２（紹介予約専用） http://www.hyo-med.ac.jp（ホームページアドレス）

市民健康講座のお知らせ

開　催　日 テ　ー　マ 講　　演　　者 

 
 ９月１９日（水） 

 
 

１０月１０日（水） 
 
 

１０月２４日（水） 
 
 

１１月７日（水） 
 
 

１１月２１日（水） 
 
 

１２月５日（水） 

 
膵癌治療の現状 
 
 
めまいのお話 
 
 
健診でみつかる血液の病気 
 
 
かくれ肥満の見つけ方、解消法 
 
 
スポーツは体に良い？ 
 
 
何故胃の痛みやもたれは起こるか？ 

 
第 １ 外 科　講　　師　　黒　田　暢　一 
 
 
耳鼻咽喉科　講　　師　　瀬　尾　　　徹 
 
 
血 液 内 科　講　　師　　玉　置　広　哉 
 

内　　　　科 
糖 尿 病 科

　講　　師　　濱　口　朋　也 
 
 
整 形 外 科　教　　授　　吉　矢　晋　一 
 

内　　　　科 
上部消化管科

　教　　授　　三　輪　洋　人 
 

表紙の写真：季節の花・コスモス（編集者撮影）

平成１９年６月２日（土）午後５時よりホテルニューアルカ
イック（尼崎市）にて、地域医療機関・医師会からの参加者
を含む８５名が参加して第７回地域医療懇談会を行いました。
今回の特別講演では、田城孝雄 先生（順天堂大学　医学

部公衆衛生学講座　准教授・竹田綜合病院　総合連携本部
副本部長）をお招きして「在宅療養支援診療所のあるべき姿
を考える」というテーマで行いました。
今後も地域連携を深めるために年１回（６月頃）開催する

予定です。

地域医療懇談会の報告


